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い
の
場
と
な
る
予
定
で
す
。

◆
谷
汲
小
学
校

　

公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
が
成
立
す

る
以
前
か
ら
公
共
建
築
物
の
木
造
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
同
町
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
十
八

年
度
に
か
け
谷
汲
小
学
校
校
舎
を
新
築
し
ま
し

た
。

　

延
べ
床
面
積
約
五
、三
〇
〇
平
方
㍍
の
校
舎

は
約
一
、〇
〇
〇
立
方
㍍
の
木
材
を
使
用
、
う

ち
四
二
㌫
は
県
産
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

随
所
に
木
材
の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す

が
、
特
に
吹
き
抜
け
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
や
ア

リ
ー
ナ
・
音
楽
室
は
そ
れ
が
十
分
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

全
国
育
樹
祭
で
は
来
賓
の
方
々
の
休
憩
所
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

◆
谷
汲
踊
り

　

育
樹
祭
の
式
典
で
も
披
露
さ
れ
た
「
谷
汲
踊

り
」
は
、
岐
阜
県
の
重
要
無
形
文
化
財
第
一
号

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
二
月
と
四
月
及
び

十
一
月
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

長
さ
四
㍍
の
竹
を
半
分
に
割
り
二
本
か
ら

三
〇
本
を
扇
の
骨
の
よ
う
に
ま
と
め
、
こ
れ
を

色
和
紙
で
飾
り
鳳
凰
に
見
立
て
た
「
し
な
い
」

と
い
う
飾
り
を
背
負
い
、
大
太
鼓
を
抱
え
て
踊

る
姿
が
有
名
で
す
。

　

前
述
の
谷
汲
小
学
校
の
児
童
も
地
域
の
伝
統

を
後
生
に
残
す
べ
く
十
数
年
前
か
ら
こ
の
踊
り

を
学
ん
で
い
ま
す
。

◆
谷
汲
山
華
厳
寺
と
両
界
山
横
蔵
寺

　

育
樹
祭
会
場
の
東
に
あ
る
「
谷
汲
山
華け
ご
ん厳

寺じ

」
は
天
台
宗
の
寺
院
で
西
国
三
十
三
所

三
十
三
番
札
所
、
三
十
三
所
の
札
所
と
し
て
は

唯
一
近
畿
地
方
以
外
に
あ
り
、
満
願
結
願
の
寺

院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
の
西
に
は
、
同
じ
く
天
台
宗
の

「
両
界
山
横よ

こ
く
ら
じ

蔵
寺
」
が
あ
り
ま
す
。
国
指
定
の

重
要
文
化
財
を
は
じ
め
、
檜
皮
葺
の
仁
王
門
や

本
堂
、
三
重
の
塔
は
岐
阜
県
の
重
要
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
数
の

文
化
財
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
美
濃
の
正

倉
院
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
紅
葉
の
名
所
で
も
あ
り
こ
の
時

期
に
は
特
に
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

　

�

東
海
環
状
道
大
垣
西
Ⅰ
Ｃ
か
ら
北
へ
、
揖
斐

川
町
谷
汲
振
興
事
務
所
ま
で
、
約
四
〇
分

　

今
年
十
月
、
全
国
育
樹
祭
が
開
催
さ
れ
た
揖

斐
川
町
を
紹
介
し
ま
す
。
揖
斐
川
町
は
岐
阜
県

の
南
西
部
に
あ
り
、
北
は
福
井
県
・
西
は
滋
賀

県
と
接
し
て
い
ま
す
。

　

多
目
的
ダ
ム
と
し
て
は
日
本
最
大
の
徳
山
ダ

ム
が
あ
る
こ
と
で
知
名
度
が
高
く
、
こ
の
地
域

を
含
め
豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

反
面
、
夏
は
暑
く
、
酷
暑
と
豪
雪
の
両
面
を
持

ち
合
わ
せ
た
地
域
で
す
。

　

平
成
十
七
年
に
揖
斐
川
町
・
谷
汲
村
・
久
瀬

村
・
春
日
村
・
坂
内
村
・
藤
橋
村
が
合
併
し
現

在
の
揖
斐
川
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

全
国
育
樹
祭
の
会
場
と
な
っ
た
谷
汲
地
域
を

紹
介
し
ま
す
。

◆
谷
汲
緑
地
公
園

　

十
月
十
一
日
、
皇
太
子
さ
ま
を
お
迎
え
し
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
全
国
育
樹
祭
式
典
会
場
と

な
っ
た
谷
汲
緑
地
公
園
は
、
華
や
か
な
式
典
が

終
了
し
た
現
在
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

皇
太
子
さ
ま
が
着
席
さ
れ
た
「
御
席
」
や
県

産
ス
ギ
製
の
「
川
湊
灯
台
」、「
森
湊
灯
台
」
に

つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
活
用
さ
れ
再
び
市
民
の
憩

谷汲小学校のアリーナ

横蔵寺仁王門（檜皮葺）

全国育樹祭会場となった谷汲緑地公園
（中央の「御席」は残される予定）谷汲小学校のランチルーム


